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チ
ベ

ッ

ト

に

お

け
る

h

仏

教
々

団

主
の

相
続
形

態

-
ド

ゥ

ク

派

(

廿
‥

守
一

品
･

p
p
)

に

お

け

る

ク
･

オ

ン

(

打
F

守

旨
○

ロ
)

相

続
を

め

ぐ
っ

て

-

l

は
ト
レ

め

に

小

稿
は

､

チ
ベ

ッ

ト

に

お

け
る

仏
教
々

団

主
の

相

続
に

関

す
る

予

備
的
な

研

究
で

あ

る
｡

か

か

る

さ

さ

や

か

な

研

究
を

試
み

た

目

的
は

､

教

団
主
の

相
続
問
題
を

検
討
す

る

こ

と

に

よ

っ

て
､

教
団

の

世

俗
化

と

宗
教
貴
族

制
の

成
立

と
の

過

程
を

解
明

す
る

た

め
の

糸
口

を

探
す
こ

と

に

あ

る
｡

思

う
に

､

仏
教
々

団
と

は
､

そ

の

本

来
の

性
格
上

､

こ

の

輪
廻

の

世

界
か

ら

解

脱
す
べ

く
､

世

間
と
の

交
渉
を

断
っ

て

修
行
に

励

む

着

た

ち
の

､

相
互

研

貸
を

目

的
と

す
る

宗
教
団
体
の

は

ず
で

あ

(

1
)

っ

た
｡

一

一

･

一

二

世

紀
の

チ

ベ

ッ

ト

に

設
立

さ

れ

た

仏
教
々

団

は
､

少
な

く
と

も

そ

の

設

立

当

初
に

お

い

て
､

事

実
そ

の

よ

う
で

中

井

英

基

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
｡

然
る

に
､

そ

れ

ら

教

団
の

多
く

は
､

現

実

で

の
､

社

会

的

存
在
と

し
て

の

営

み

の

過

寒
に

お

い

て
､

程
度
の

差
こ

そ

あ

れ
､

漸
次

､

宗
教

団
体
と

し

て

の

性
格
を

変

質
さ

せ

て

い

っ

た
｡

か

か

る

変
質
の

諸

事

例
を

検
討
す

る

と
､

教

団
の

外

側

か

ら
は

無

論
の

こ

と
､

内

部
に

お

い

て

も
､

教

団
の

世

俗
化
を

誘

発
す
る

よ

う
な

契
機
が

幾
つ

か

存
在
し

た

よ

う
で

あ
っ

た
｡

例
え

ば
､

教

団

主
の

地

位
の

継
承
の

問
題
ほ

､

そ

の

一

つ

で

あ

っ

た

よ

ぅ
に

思
わ

れ

る
｡

何

故
な

ら
ば

､

次
の

二

点
､

即

ち
､

H
教

団
主

に

は
､

彼
が

管
理

す
る

教
団
の

共
同

財

産
と

は

別
に

､

個
人

的

な

私

有
財
産
が

存

在
し

､

教
団
主

位
の

継
承
に

こ

の

財
産
も

伴
な
っ

(

2
)

た

こ

と
､

H
こ

の

こ

と

と

関

連
し
て

､

教
団

主

位
の

錐
承
が

､

表

面

上
､

師

弟
相
承
の

形
を

と

り

な

が

ら

も
､

実

質

的
に

は
､

親

′

}
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忘｢
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)
′

て志;
､

･

7
/

子
･

兄

弟
･

叔
父

甥
の

よ

う

な

血

縁
者
の

間
で

独

占

的
に

行

な
わ

(

3
)

れ

た

こ

と

が

多
か
っ

た

こ

と
､

以

上
の

二

点
が

知
ら

れ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

こ

れ

ら

教

団

主

位
を

独

占
し

た

着
た

ち

は
､

教
団
の

宗
教
的
権
威
や

富
を

利

用

し
て

､

自
己
の

世

俗

的

勢
力

を

育

成
し

､

遂
に

は

僧
衣
を

経
っ

た

新
し
い

支

配
階
級
に

成

長
し
て

い

っ

た
｡

一

三

世

紀
中

葉
､

中
国
の

元

朝
の

支

持
を

取
り

付

け
て

､

全
チ

べ

(

4
)

ソ

ト

に

君

臨
し

た

サ

キ

ャ

派

(

野
･

許
=

盲
･

p
P
)

政

権
や

､

そ

の

一

世

紀
後
に

同

派
の

権
力

を

打
倒
し

た
バ

グ

モ

ト

ゥ

王

朝

(

勺
F

品
･

(

5
)

目
○

粥

2
･

せ

昏
)

な

ど

は
､

か

か

る

宗
教
貴
族
の

典
型

的
な

姿
で

あ

っ

た

の

で

あ

る
｡

小

稿
は

､

以
上

の

如
き

財

産
を

伴
う

教

団

主

任
の

継
承

を
､

仮

に

｢

相

続
+

と

名

付
け

た

上
で

､

チ

ベ

ッ

ト

の

仏
教
々

団
で

は
､

教

団

主
の

相

続
が

如
何

な

る

形

態
で

行
な

わ

れ

た

か
､

と

い

う

問

題
を

検
討
し

ょ

う
と

す
る

も
の

で

あ

る
｡

勿
論

､

こ

の

間
題
を

取

り

上

げ
る

の

は
､

小

稿
が

最
初
で

ほ

な
い

｡

ま

た

小

稿
の

み

で

こ

の

問
題
全

体
の

委
曲

を

尽

す
こ

と

は
､

到
底
不

可

能
で

あ

る
｡

こ

(

6
)

こ

で

は
､

先

学
の

諸

研

究
に

導
び

か

れ

つ

つ
､

こ

の

間
題
の
一

部

分
､

即

ち
､

ド

ゥ

ク

沢
と

呼
ば

れ

る

宗

派
の

教

団

主

(

本
山
座

主
)

の

場
合

､

如
何

な
る

形

態
の

相

続
が

行

な

わ

れ

た

か
､

と
い

∂

う

極
く

小

さ

い

問
題
に

限

定
し

て
､

若
干
の

考

察
を

試
み

た

い

と

7 7
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田

㌣
つ

｡

な

お
､

小

箱
が

依
拠
し

た

主
な

史
料
及
び

そ

の

略
記

号
と

､

諸

史
料
の

性
質
は

､

次
の

通
り

で

あ

る
｡

ご
)

甘
口
○
仏

-

?
t

臥
･

訂
的

∽

F
O

n
･

ロ

守
一

セ
p
-

(

-

い

¢
N

-
-

念
じ
､

b
乱
･

琵
琶

3 .

3
･

篭

(

日
当
)

､

-

ミ
ひ

-

諾
-

怠
ひ

f

O
-

.

-

内
占

守
♂

計
･

巴
琵
e

d
.

〉

く
○
-

.

沙

P

こ
岩
口
戸

♂
y

G
.

軍

神
O
e

ユ
▲
旨

-

つ
訂

b
叫

莞

ゝ
芦
芦

已
h

〉

C

巴
○

ま
t

P
〉

-

望
T

¢

軒

-

¢

u

い
､

N

く
○
-

ヂ

U
0
0

好

く
I

H
H

.

(

N

)

ト

勺
-

首
･

ケ
O

g
t

岩
g

⊥

品
廿
p
F
→

e

チ
F
P

(

-

富
谷

ー
P

-

設
か
)

-

q

ぎ
?

官

等
さ

∋
内

訂
?
山

さ

富

合

息
･

乳

冨
(

領

空
､

-

岩
山

-

a
)

P

C
F
P

n

賢
p

e

d
.

-

吋
P
→
t

N
-

言
-

.

ロ
P

､

ヨ
e

弓

ロ
e
-

E
-

-

心

示
-

一

(

h

こ

勺
p

d

日
P

d

村

胃
･

p
O

(

-

諾
N

-
-

治
N

)
-

q

訂
?

雷
帥

毒
さ

訂
訂
苧
b

重

富

七
白

丸
3
白

→

顎
e
･

態
P

思

f

O
-

一

-

∽

勺
戸
出

玩
･

t

F
P

抄

e

P

(

ヰ

)

仰

ぎ

m
･

唱
r

目
付

F
P

苧
せ
○

(

河

呂
)

-

-

冨
∞

-

｢

C
F
甲
ロ

▲
賢
P

e

P
､

母

3
･

訂
申

子

ヨ
e

弓

D
e
-

E
〉

-

諾
や

.

(

7
)

さ.

軋

チ
ざ
琵

(

竹

村
)

こ
誌
○

､

-

∞

¢

(

-

3
中

一
一

誌
∞
)

-

知
各
苧
∋
着

付
p

ユ

I

H

H

O
h

乳

h
打

甲
訂
白

ヨ

(

こ

→
F

古
宇
空
打

毒
口

∽

胃
已

･

賢
ロ

♂

ど
･

訂
邑
○

ビ

b

?
打

ユ

巴
･

2
P

(

-

ご
N

-
-

窒
N

)
-

苧
g

甲

邑
訂
や

八

色
･

ざ
軋

∋
?
訂
さ

(

の
]

J
､

-

∞

0
0

0

→

-

00

O

N
､

-

惣
一

旨
-

.

-

砂

D
e
･

一
昨
e

e
(

r

召
-

一

抄

P

(

8
)

(

(

こ

L

ぎ
苧

㌻
さ

息
§

･

言
訂

(

宅
→
)

､

一

四

世

紀
-

一

六

世

紀
､

ー

○

く
○
-

P

以

上
の

う
ち
で

､

川
､

∽
､

川
､

糊
は

所
謂
｢

仏
教
史
+

(

C
F
O
∽
･

廿

首
≠

ヱ

と

称
さ

れ

る

文

献
で

あ

り
､

川
は

仏

教

史
で

あ

る

本

文
に

付

け

ら

れ

た

年

表

で

あ

る
｡

そ

し

て

㈲
は

､

｢

高
僧

伝
+

(

1

Z
P

肖
T
t

F

胃
)

の

部
類
に

入
る

｡

各
史
料
の

著
者
を

簡
単
に

紹
介
す
れ

ば
､

次
の

通

り

で

あ

る
｡

先

ず
､

川
の

竹

村

と

㈲
の

Z
→

の

著
者
は

､

共
に

ド

ゥ

ク

派

所

属
の

高
僧
で

あ

り
､

同

派
に

関

す
る

詳
細
な

情
報
を

提
供
し

て

い

る
｡

然
し

､

根
本

史
料
た

る

対

内

に

は
､

干

支

紀

年

法
に

よ

る

年
代
が

ほ

と

ん

ど

示
さ

れ

て

い

な
い

の

で
､

こ

の

点

他

史
料
に

依

っ

た
｡

な

お
､

竹

内

の

著
者
は

一

六

せ

紀
の

代

表
的
な

学

匠
で

あ

っ

て
､

当

時
ド

ゥ

ク

派

本
山

第
一

三

代
の

転
生
し

た

化

身
で

あ

る

と

信
じ

ら
れ

て

い

た
｡

当
→

は
､

ド

ク

タ

派

本
山
の

歴
代

座
主
の

伝
記

集
で

､

第
五

代

以

下
､

第
六

､

八
､

九
､

一

〇
､

二
､

一

二
､

一

五
､

一

六
､

一

七

な

ど
の

計
一

〇

代
の

も

の

が

含
ま

れ

て

い

る
｡

こ

れ

ら

伝
記
の

各
巻
は

､

恐

ら
く

､

各
座
主
の

須
後

､

次

代
の

座

主
の

時
に

書
か

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う
と

思

わ

れ

る
｡

な
お

､

本
書
の

全

体

を

示

す

時
に

は
､

当
→

の

略
記
号

を

使
い

､

各

代
の

伝
記

を

示

す

時
に

は
､

例
え

ば

第
九

代
の

そ

れ

は
､

Z
→

-

菖
-

.

ヰ

の

よ

う
に

､

づ
ロ
ー

.

の

通
し

番

号
で

示

す
こ

と
に

す
る

｡

一
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′
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次
に

他

派
の

高
僧
の

手
に

な
っ

た

史
料
を

紹
介
し
ょ

う
｡

先

ず

成

立

年
代
の

最
も

古
い

り
の

D
当

の

著
者
は

､

顕
教
系
の

カ

ダ

ム

派
(

ケ

内

鼻
･

的

巴
r

日
?
p
P
)

の

有
名
な

碩
学
で

あ

り
､

ド

ク

タ

派

第
一

三

代
座

主
は

､

一

時

彼
の

下
で

時
輪
経
の

講
義
を

受
け

た

こ

(

9
)

と

が

あ
っ

た
｡

仰
の

河
口

の

著
者
は

､

ド

ク

タ

沢
と

同

じ

く

カ

ギ
ュ

沢
(

ケ

内

首
1

訂
g

y

邑
･

せ
p
)

の
一

支

派
カ

ル

マ

派

(

内

宍
日
宇

や
P
)

の

高
僧
で

且

つ

化

身
で

も

あ

り
､

竹

内

の

著
者
と

並

び

称
さ

れ

る
一

六

世
紀
の

大
学

者
で

あ
っ

た
｡

川
の

声
呂

と

何
の

G
→

は
､

各
々

顕
教
系
の

ゲ

ル

ク

派
(

P

G
e

⊥

烏
?
勺
P
)

の

高

僧
の

手

に

な

る

も
の

で

あ

る
｡

以
上

の

四

種
の

う

ち
､

D
宅

と

内
の

は

成
立

年
代
の

関
係
上

､

ド

ゥ

ク

派

本
山
の

歴
代
座
主
に

つ

い

て

開

祖
よ

り

ほ

ぼ

第
一

三

代
ま
で

し
か

言

及

し
て

い

な

い
｡

そ

し

て

よ

り

後
代
の

作
で

あ

る

申

告

は
､

U
当

の

記

述
に

盲
従

し
て

い

る

感
が

あ

る
｡

最
後
の

の
→

は
､

ド

ク

タ

派
の

宗
義
と

歴

史

を

要

約
し

た

概
説
書
で

あ

る
｡

さ

て
､

以

上

述
べ

た

諸

史

料
は

､

す
べ

て

記

述
の

焦
点
を

宗

教

関
係

の

事
柄
に

し

ぼ

り
､

社

会
的

側

面
に

つ

い

て

あ

ま

り

触
れ

て

い

な
い

｡

然
し
な

が

ら
､

他

種
の

史
料
が

全

く

欠
け

て

い

る

現

在
､

や

は

り

チ
ベ

ッ

ト

社

会
の

研

究
は

､

こ

れ

ら

宗

教

関
係
書
を

丹
念

に

分

析
し
て

い

く

以

外
に

途
が

無
い

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

小

稿
も

可
能
な

限

り
､

教

団
の

背
後
関

係

を

追

求

し
た

が
､

何
分

以

上
の

如
く
に

史
料
の

少

な
い

こ

と

が

大
き

な

壁
と

な
っ

て

い

る
｡

然
し

､

そ

れ

に

も

ま

し
て

､

筆
者
の

未
熟
さ

が

多
く
の

誤
り

と

見
落
し

を

生

ん

で

い

る

こ

と

で

あ

ろ

う
｡

一

つ

の

試

論
と

し

て

の

以

下
の

研

究
に

､

厳
し
い

御
批

判
と

御
叱
正

と

を

戴
け
れ

ば

幸
い

で

あ

る
｡

(

1
)

チ

ベ

ァ

ト

の

諸

宗

派
と

仏
教

史
に

つ

い

て

は
､

G
･

→
⊆
U

O
-

氏

の

古

典

的

名

著

ヨ
訂
ぎ
さ

七

已
邑
乱

旨
岩

野
､

声
○

ヨ
P

､

-

望
T

¢
､

い

召
-

P

の

第
一

部

第
一

章
｢

中

央
チ

ベ

ッ

ト

史
(

一

三

世

紀

1
一

八

世

紀
)

+

(

勺
甲

い

-
∞

○
)

と

同

第
二

章

｢

宗

派
+

(

p

9

巴
-
苫
)

､

最
近

著

わ
さ

れ
た

山
口

瑞

鳳
｢

チ

べ

γ

ト

仏
教
+

『

講

座
･

東

洋

思

想
5

･

仏

教

思

想
Ⅰ
』

所
収

､

東
大

出

版

会
､

一

九

六

七

年
､

勺

p
･

N

ヒ

1

N

巴
-

な
ど

に

精
し
い

｡

(

2
)

佐

藤
長

｢

ダ
ル

マ

王
の

子

孫
に

つ

い

て
+

『

東
洋

学
報
』

､

第

四

六

巻

第
四

号
､

一

九

六

四

年
三

月
､

p
.

竺
､

一

(

3
)

G
.

→
∈

り

O
i

-

山
口

､

佐

藤
等
三

氏
の

前
掲

書
･

論

文
に

か

か

る

諸

事

例
が

豊

富
に

示

さ

れ

て

い

る
｡

(

4
)

G
.

→
∈

U

阜
O

p
一

e

F
〉

第
一

部
第

一

革
の

第

二
､

第

五

両

節

(

匂

ワ

リ

-
-

叫
､

p

p
t

い

ー

ー
い

3

(

5
)

パ

ブ

モ

ト

ゥ

王

朝
は

､

同

名
の

教

団
を

母

胎
と

し

て

勢

力

を

伸

長
さ

せ

た
｡

同

王

朝
に

つ

い

て

は
､

G
■

→
⊆

U

阜
0

9

0

芦
-

第
一

部

第
一

草

第
三

､

四
､

五

の

三

節

(

p

宇

-

叫

-
い

3

と
､

佐

藤
長

｢

元

来
明

初
の

チ

ベ

ッ

ト

状

勢
+

田

村

実

造
編
『

明

代

満
蒙

史
研

究
』

二
足

大
､

昭

和
三

八

年
､

p

ワ

畠
山

-
拾
い

と

に

精

し
い

｡
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(

6
)

P

→

喜
C

r

山
口

､

佐

藤
三

氏
に

よ

る

前

掲
の

計

四
つ

の

研

究

書
と

論
文

｡

(

7
)

最
近

､

申

G
･

∽

邑
t

F

氏
の

序
文
の

付

い

た

ド

ク

タ

寺

版
の

テ

キ

ス

ト

が

出
版

さ

れ

た
｡

J
.

C
F

P

ロ

賢
P

}

e
〔

r

づ
旨
監
串

声

q

ぎ
?

邑
Q

訂

阜
b
ぎ
軋

∋
P

蟄
弓
･

篭
､

Z
e

弓

ロ
e
-

F
小

-

-

漂
00

･

∽

ヨ
芹
F

氏

の

序

文

は
､

一

五
･

一

六

世

紀
の

ド

ゥ

ク

派
の

内

情
に

つ

い

て

詳

細

に

言

及

し
て

い

る
｡

本

稿

は

ド
ゥ

ク

派
の

第
二

期
に

つ

い

て

氏
の

序

文
か

ら

多
く
の

示

唆
を

受
け

た
｡

(

8
)

本

書
の

原

典
は

､

オ

ラ

ン

ダ
の

ラ

イ

デ
ン

市
に

あ

る

国
立

民

族

博

物

館
に

収
め

ら

れ

て

い

る
｡

残

念

な

が

ら
､

本

書

の

D
-

日
払

は

未
だ

我

国
に

将
来

さ

れ

て

い

な
い

が
､

筆

者
は

幸
に

し

て

東
洋

文

庫

の

山
口

瑞

鳳
氏

よ

り

同

書
の

重

要

箇

所
を

抜
き

書
き

し

た

ロ
O
t

e
仏

を

拝

借
す

る

こ

と

が

出

来
た

｡

こ

の

日
O
t

e
∽

は
､

ラ

イ

デ
ン

大

学

文

学
部

印
度
哲

学

研

究

室
の

チ

ベ

ッ

ト

人

助

手
が

作
製
し

た

も
の

で

あ

る

が
､

こ

れ

と

竹
内

を

始
め

と

す
る

諾

史
料

と

照

合

し

た

結

果
､

史

料

と

し

て

の

信

憑

性
を

は

ぼ

確
認

す
る

こ

と
が

出

来
た

｡

勿

論
､

将

来

原

典
の

全
｡

名
呵

が

手

に

入

れ

ば
､

こ

.
の

n
O
t

e
∽

を

改
め

て

検

討

し

直

す

必

要
が

あ
る

が
､

現

在
の

段

階

で

は
こ

の

n
O
t

e
仏

を

使

用

し

て

も

大

過

な
い

も

の

と

思
わ

れ
■
る

｡

山
口

氏
の

御

好
意
に

謝
意

を

表

し

た
い

｡

(

9
)

竹
内

､

f
.

-

∞

ひ

P

Ⅲ

ド

ゥ

ク

派
の

成

立
と

そ

の

歴

史
の

概

略

前
述
の

よ

う
に

､

一

一

･

三
世

紀
に

仏

教
々

団
が

各

地

に

設

m

立

さ

れ

た

が
､

本
稿
の

扱

う

ド

ク

タ

派

も
､

こ

の

時

期
に

カ

ギ
ュ

の

法

系
に

連
な

る
一

派

と

し
て

中

央
チ

ベ

ッ

ト

に

成

立

し

た

教

団
で

あ

っ

た
｡

本

山
座

主
の

相

続
の

問

題
に

立

ち

入

る

前
に

､

ひ

と

ま

ず
ド

ゥ

ク

派

を

創

始
し

た

開

祖
ツ

ァ

ン

パ

･

ギ

ャ

レ

ー

(

1
)

(

g

→
払

P

㌣

官
r

ユ
り

づ
P
･

言
∽

吋
?
¢

e
仏

邑
?
ユ
e

､

こ

巴

-
-

N

-

こ

と

そ

の

後
に

お

け

る

経
過
の

あ

ら
ま

し

に

つ

い

て

簡
単
に

触
れ

る

必

要
が

あ

る

の

で
､

こ

こ

で

は

こ

の

二

点
に

つ

い

て

述
べ

た

い
｡

先

ず
､

ツ

ァ

ン

パ

･

ギ

ャ

レ

ー

と

い

う

名

称
は

､

ツ

ァ

ン

州

(

g

→
払

P

ヱ

の

人
､

ギ

ャ

(

→

P
)

壷
)

氏
族

出

身
の

木
綿
を

着
た

行

者

と

い

う

意
味
で

あ

る
｡

彼
の

生

地

は
､

ツ

ァ

ン

州

の

ニ

ャ

ン

ト

ゥ

(

2

笥
チ
班
t

O

台

地

方
で

､

家

族
は

牧
畜
民

(
]

盲
3
g

･

p

巳

で

あ
っ

た
｡

日

当

に

よ

れ

ば
､

子

沢

山
の

た

め
に

父
は

彼
を

粗
略
に

扱
い

､

あ

る

シ

ャ

ー

マ

ニ

ス

ト

に

預
け
て

､

そ

の

養
育
を

託
し

た

と

言
わ

れ

て

い

る
｡

長
じ

て

後
､

彼
は

仏
門
に

帰

し
､

各

地
の

学

匠
を

尋
ね

て

受
講
し

た
｡

二

二

歳
の

時
に

､

彼
は

リ

ン

レ

ー

パ

(

2
)

(

g

巳
チ

岩
?
p
P

勺

邑
ロ
P

a
?
ユ
①

､

-

-

N

∞

-
〓
∞
∞

)

と

い

う

人

物

に

師
事
し

た
｡

リ

ン

レ

ー

バ

は
､

カ

ギ
ュ

派
の

名

僧
バ

グ

モ

ト

ゥ

(

3
)

パ

(

勺
F

品
･

目
O

g

岩
･

勺
P

､

-

こ
○

-
〓

冒
)

の

高
弟
の

一

人

で
､

優
れ

た

行

着
で

あ
っ

た
｡

ツ

ァ

ン

パ

･

ギ

ャ

レ

ー

は
､

こ

の

師
の
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許
で

修
行
し

､

カ

ギ
ュ

の

法
を

授
か

り
､

大

悟
し
た

と

言
わ

れ

る
｡

そ

の

後
､

彼
は

師
の

許

を

離
れ

て

各
地

を

行

脚
し

､

人
々

に

説
法

し
っ

つ
､

仏
道
の

奥
義
を

究
め
た

｡

こ

の

間
､

ド

ク

タ

派

と

同

じ

く
カ

ギ
ュ

派
の

一

分

派
で

あ

る

ツ
ェ

ル

派

(

ヨ
→

臣
巴
･

p
P
)

の

始

〔

4
)

祖

ラ
マ

･

シ

ャ

ン

(

げ
｢

宇
目
p

S

F

邑
Y

-

-

N

い

ー
ご

苫
)

か

ら
カ

ギ

ュ

の

教

義
に

従
っ

て

具

足
戎
を

受
け

た
｡

カ

ギ
ュ

派
は

､

教

義
上

､

密
教
に

属
し

て

い

た

が
､

タ

ン

ト

リ

ズ

ム

の

実
践
と

並

行
し

て

戒

律
を

も

厳
守
す
る

独

自
の

立

場
に

あ
っ

た
｡

従
っ

て
､

カ

ギ
ュ

派

の

諸

支

派
で

も

同

様
に

戎
を

守
る

こ

と

が

要
求
さ

れ

た

の

で

あ

る
｡

普
通

出
家
し

た

者
は

､

先

ず
沙

弥

戒
(

十

戒
)

を

守
っ

て

修
行
に

励
み

､

最
後
に

具

足
戒
(

二

五

〇

戒
)

を

受
け
て

比

丘
と

な
っ

た
｡

沙

弥
､

比

丘

の

い

ず
れ

に

し

て

も

妻
帯
は

全

く

問
題
外
の

こ

と

で

あ
っ

た
｡

ド

ゥ

ク

派
の

開

祖
ツ

ァ

ン

パ

･

ギ

ャ

レ

ー

は
､

こ

う
し

て

タ

ン

ト

リ

ズ

ム

の

修
行

僧
で

あ

り

な
が

ら
､

顕
数

的
な

立

場
の

比

丘
と

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

以

後
､

彼
は

行
と

律
を

両

立
さ

せ

て
､

傑
出
し

た

｢

清

浄
な
る

行

者
+

(

g
t

∽

邑
･

品
｡

日
)

と

し

て

仰
が

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

そ

の

結
果

､

彼
の

許
に

は

多
数
の

行

者
･

学

僧
が

参
じ

､

そ

こ

か

ら

逸
材
が

輩
出
し

た

の

で
､

ド

ゥ

ク

派
の

名

が

チ

ベ

ッ

ト

中
に

轟
い

た

と
さ

れ

て

い

る
｡

彼
は

､

次
の

三

つ

の

寺
院
を

建
立
し

た

と

言

わ

れ

て

い

る
｡

即

ち
､

ド

ゥ

ク

(

盲
言
粥
)

､

ラ

ル

ン

(

河

菖
⊥
{

旨
)

､

ロ

ン

ド

ル

(

打

ビ
ワ

㌣

a
O
-

)

の

三

寺
で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

う

ち
､

初

め

の

ド

ク

タ

寺
ほ

､

彼
が

二

九

歳
(

一

一

八

九

年
)

の

時
に

建
て

た

も
の

(

5
)

で

あ

る

が
､

他
の

二

寺
の

建
立

年
代
は

不

明
で

あ

る
｡

い

ず
れ

に

せ

よ
､

彼
の

門

弟
た

ち
は

特
に

ド

ク

タ

寺
を

中

心
に

結

集
し

た

の

で
､

こ

こ

に

そ

の

寺
名

を

と
っ

た

教

団
が

成
立

す

る

に

至
っ

た
｡

こ

れ

が

ド

ク

タ

派

教

団
で

あ

る
｡

と

こ

ろ

で
､

寺
院
を

建
立

す
る

に

も
､

ま

た

教
団

を

粗
放
し

､

維
持
す

る

に

も
､

当

然
世

俗
界
の

信
者
や

施
主

た

ち
の

支

持
が

不

可

欠
の

要
因
で

あ
っ

た

が
､

残
念
な

が

ら
こ

の

点

は

よ

く
わ

か

ら

な

か

っ

た
｡

然
し

､

D
宅

に

よ

れ

ば
､

開

祖
ほ

ツ

ァ

ン

州

や

牧

畜

民
の

間
に

か

な

り

の

信
者
を

擁
し

て

い

た

よ

う
で

あ

る
｡

彼
は

､

こ

れ

ら

信
者
た

ち
か

ら
布

施
や

寄
進
を

受
け
た

り
､

紛
争
の

仲
介

役
を

務
め

た

り

し

て

莫
大

な

富
を

得
た

が
､

彼
は

そ

れ

を

た

だ

仏

法
の

た

め
だ

け

に

使
用
し

た

と

言
わ

れ

て

い

る
｡

然
し

､

こ

れ

は
､

勿
論

､

仏
教

関
係

書
の

多
く
が

常
套
と

す
る

独

得
の

言
い

ま

わ
し

で

あ
っ

て
､

こ

う
し

て

彼
の

許
に

蓄

積
さ

れ

た

富
､

即

ち

教
団
の

共

同

財
産
と

彼

個
人
の

財

産
の

両

方
が

､

当

然

彼
の

後
継
者
に

引

き

継
が

れ

て

い

っ

た

も

の

と

容
易
に

想

像
さ

れ

う
る

の

で

あ

る
｡

さ

て
､

以

上

述
べ

た

よ

う
に

､

ド

ク

タ

派
は

ウ
ァ

ン

パ

･

ギ

ャ

m
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レ

一

に

よ
っ

て
一

二

世

紀
末
葉
に

設
立

さ

れ

た
｡

以

後
､

第
二

代

の

時
期
に

開
祖
の

晩
年
の

高
弟
二

人
が

本
山
か

ら

独
立

し
て

､

各

(

6
)

各

二
派

を

形

成
し

た

こ

と

や

そ

の

他
の

様
々

な
こ

と
が

あ
っ

て
､

ド

ク

タ

派
の

歴

史
に

は

盛

衰
消
長
の

波
が

あ

っ

た

が
､

と

も
か

く

開

祖
の

法

統
は

､

現

在
ま
で

連
綿
と

続
い

て

い

た
の

で

あ
る
｡

卑

見
に

よ

れ

ば
､

か

か

る

ド

ク

タ

派
の

歴

史
は

次
の

三

期
に

大

別

出

来
る

と

思

わ

れ

る
｡

即
ち

､

第
一

期
は

開
祖
か

ら

第
一

二

代
ま

で

の

時
期
で

､

後
述
す
る

よ

う
に

開
祖
の

出
身
家

系
(

小

塙
は

仮
に

ギ

ャ

家

久
ぃ

せ
P
･

唱
P

と

記
す
)

が

教

団

主

位
の

世

襲
制
を

通
じ
て

､

小

規
模
な

が

ら

宗
教

貴
族

と

し
て

成

長
し

て

い

っ

た
｡

第
二

期
は

､

第
一

三

代
ギ

ャ

ル

ワ

ン

･

タ

ン

ベ

ル
(

昌
丁

笥
-
･

み

ゲ

邑

円
仁
n

ム
p

阜

(

7
)

-

£
00

1
-

烏
合

か

ら

第
一

八

代
ガ

ワ

ン

･

ナ

ム

ギ

ャ

ル

(

オ

品
･

(

8
)

き
邑
1
ロ

P

ヨ
･

蒜
当
P
-

-

-

法
令

-
-

a
-

)

ま
で

の

時
期
で

あ

る
｡

第

一

三

代
は

､

ド

ゥ

ク

派

中

興
の

祖
と

も

さ

れ

る

べ

き

人

物
で

､

彼

の

時
期

を

境
に

教
団
ほ

飛

躍
的
な

発

展
を

遂

げ
た

｡

こ

の

湯
合
の

発
展
の

原

動

力
と

な
っ

た
の

は
､

化

身

(

⑦

p

2
丁

許
已

と

転
生

(

づ
P

㌣
∽

ユ
d
)

の

思

想
で

あ

っ

た
｡

即

ち
､

第
一

三

代
は

､

イ
ン

ド

の

有
名
な

行
者
ナ

一

口

ー

パ

(

Z

賢
○

葛
)

の
､

究

極
的
に

は

観
音

菩
薩
の

化

身
で

あ

っ

た

と

さ

れ

る

開

祖
の

転
生

で

あ

る

と

自

(

9
)

称
し

た

の

で

あ

る
｡

彼
は

こ

う
し

て

自
己

を

神

格
化
し

た

上
で

､

従

来
か

ら

勢
力
の

湊
透
し
て

い

た

チ

ベ

γ

ト

南
部

一

帯
に

積
極
的

御

な

布

教
を

展
開
し

て
､

南
部
の

上

下

各

層
に

広
く

信
者
を

獲
得
し

(

1 0
)

(

1 1
)

た
｡

後
に

彼
の

転
生
が

順
次

現
わ

れ

て
､

教
団
の

勢
威
は

益
々

甘
同

ま

り
､

ギ

ャ

家
一

族
も

経
済
的
繁
栄
を

享
受
ん

た
｡

ヨ
n

の

著
者

が

現

わ

れ

て
､

ド

ク

タ

派
の

宗
学

を

大
成
し
た

の

も
こ

の

時
期
で

(

1 2
)

(

1 3
)

あ

る
｡

然
し

､

間
も

な

く

ギ

ャ

家

自
体
に

財
産
争
い

が

起
り

､

ま

(

1 4
)

た

ギ

ャ

家
と

化

身
の

系
統
と
の

間
に

反

目
が

生

じ
て

､

ド

ク

タ

派

に

ほ

次
第
に

分

裂
の

様
相
が

見
え
る

よ

う
に

な
っ

た
｡

そ

し
て

､

ギ

ャ

家
は

､

化

身
の

認

定
を

め

ぐ
っ

て
､

当

時
最
大
の

実

力

者
で

あ
っ

た

ツ

ァ

ン

州
の

シ

ン

シ

ャ

ク

侯

(

望
F
i

㌣
筍
g
･

p
p
)

と

対

立

す

る

に

至

り
､

遂
に

第
一

八

代

及

び

彼

を

支

持
し

た

グ

ル

ー

プ

は

国
外
に

あ

る

唯
一

の

勢

力

圏

の

ブ

ー

タ

ン

(

U
F

ま

賀
こ
H
?

(

1 5
)

日
○

ロ
)

に

亡

命
せ

ざ
る

を

え

な

か

っ

た

(

一

六

〓
ハ

年
)

｡

そ

の

後
､

ド

ク

タ

派
は

ブ

ー

タ

ン

に

亡

命
し

た

南

沢
と

､

チ

ベ

ッ

ト

に

残
留
し

､

後
に

西

方
の

ラ

ダ

ツ

タ

(

｢

邑
旨
F

､

P

苧

号
農
地

)

に

活

路
を

見
い

出
し

た

北

派
と

の

二

つ

に

分

裂
し

､

今
日

に

及

ん

で

い

る
｡

こ

の

第
一

八

代

以

後
に

お

け
る

南
北

分

裂
の

時
期
が

､

第
三

期
で

あ
る

｡

ほ

ぼ

以

上
が

､

ド

ゥ

ク

派
史
の

あ

ら

ま
し

で

あ

る

が
､

筆
者
は

､

然
し

な

が

ら
､

史
料
上
の

制
約
が

あ

っ

て
､

こ

れ

ら
三

期

全

体
を
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通
じ

て

教
団

主
の

相

続
問
題
を

解

明
す

る

こ

と

が

出
来
な

か
っ

た
｡

以

下
の

考
察
は

､

そ

れ

故
に

､

諸

史
料
の

比

較
的
集
中
し

て

い

る

第
一

期
の

み

を

対

象
と

し

た
｡

第
二

､

第
三

の

雨

期
に

関
す

る

検

討
は

､

将
来
の

課
題
と

し

て

残
す
こ

と
に

し
た

い
｡

(

l
)

U
Z

-

声

ご
u

♂

-
-

-

叫

g

内
G

､

せ

勺
･

告
叫

-
き
00

"

勺
内

)

声

-

ヨ
b

-
-

ヨ
p
”

G
→

-

声
-

与

p

-
-

中

耳

声

き
p

ワ

ー

♪

N

N
･

(

2
)

U

き

き

ー

ー

ご
r

-
-

-

h

♂
”

内
G

)

宅
･

き
小

-
き
ご

竹
内

､

声

-

記
P

-
-

ヨ
♂
”

G
→

-

持
-

レ

ビ

ー
一

斗

p
”

声
望

】

七

p
一

-

♪

-

¢
･

(

3
)

バ

グ

モ

ト

ゥ

パ

は
､

一

一

五

八

年
に

g

U
P
ロ
･

担

巨
t

E
-

寺
を

建
立
し

た
｡

こ

の

寺
を

中

心
に

､

設

立

者
の

名
を

と
っ

た

教

団

が

成

立

し
た

の

で

あ

る
｡

こ

れ

が
バ

グ

モ

ト

ウ

派
で

あ

る
｡

同

派

及

び

同

派

を

基

盤
と

し

た

王

朝
に

つ

い

て

は
､

前
章
の

註

(

5
)

を

参
照
の

こ

と
｡

(

4
)

ラ

マ

･

シ

ャ

ン

は
､

名

門
ツ

エ

ル

氏

族
の

出
身
で

､

バ

グ

モ

ト

ゥ

パ

の

高
弟
の

一

人

と

な
っ

た
｡

一

一

七

五

年
に

彼

は

ヨ
→
s

F

已

聖
ト

チ
t

F
p

抄

寺
を

建
立

し

て
一

派

を

立
て

た
｡

そ

の

ツ

ェ

ル

派
に

つ

い

て

は
､

G
一

→

喜
○
-

､

0

9

0

芹
.

､

宅
.

00

1
¢

､

か

N

¢

-
巴
○

)

監
00

に

蒋

し
い

｡

(

5
)

声

G
.

S

目
許
F

-

:

句
○

謡
弓
O

a
｡

-

や

叫
･

Ⅰ
の

註

(

7
)

を

参

照
の

こ

と
｡

(

6
)

開
祖
に

は

六

人
の

高
弟
が

い

た

が
､

そ
の

中
で

も
ゴ

ー

ッ

ァ

ン

パ

(
→

G
O

㌣
t

旨
P

チ

官
､

ご
∞

¢

～
-

N

設
)

と
ロ

レ

ー

パ

(

ビ
U
･

旨
苧

盲
､

ご
00

¶

1
-

N

旨
)

の

二

人

は

傑

出
し

て

い

た

と

さ

れ

る
｡

両

者

は
､

第

二

代

座

主
の

時
に

本

山

か

ら

独

立

し
て

､

各
々

一

派
を

築
い

た
｡

前

者
の

法

脈
は

､

｢

上
の

F

ゥ

ク

派
+

(

仏

→
○

㌣
サ

野
口

g
)

と
､

後

者

の

そ

れ

ほ
､

｢

下
の

ド
ゥ

タ

派
+

(
∽

呂
P

チ
甘

せ
2
g
)

と

各
々

称

さ

れ

た
｡

こ

の

両

派
に

対
し

て
､

本

山
の

法

脈

は

｢

中

の

ド
ゥ

ク

派
+

(

訂
r

?

甘

汐
+

長
)

と

呼
ば

れ

た
｡

本

稿

は
こ

の

本

山

系

統
を

中
心

に

検

討
し

た
｡

以

上

は
､

D
当

〉

芦
-

-

00

p
､

-

N

N

P
”

内
G

､

匂
p
･

き
00

)

志
N

､

志
ご

竹

村
-

声
-

ヨ
p

､

-

3

ダ

ー

00

い

P
小

G
→

､

声

-

ヰ

b
､

-

P
P

､

-

か

p

等

に

依
っ

た
｡

(

7
)

U
Z

-

f
一

-

-

00

ざ

内
G

-

p
･

き
ご

吋

R
-

芦

-

00

い

b

～
-

∞

叫

P
い

河

き

宅
.

左
-

h

ご

G
→

こ
.

-

A

F

(

8
)

b
仏

→
平
ロ
･

甘
d

巴
n

已
F

O

払

占

笥
阜

～

昏
思

q

ぎ
?

官

等
訃

(

出
F

巨
P

ロ

e
(

r

-

3
-

-
-

恥

-

¢
-

-

い
ー

f

O
-

.

)

と
い

う
書
物
の

声

-

N

P

l
笠
p

に

彼
の

伝
記

が

収

め

ら
れ

て

い

る
｡

な

お
､

こ

れ

ま
で

明

ら
か

に

し

た

限
り

に

お

い

て
､

第
一

三

代
以

後
第

一

七

代

ま
で

の

座

主

職
に

は
､

次
の

着
た

ち

が

就

い

た

と

思

わ

れ

る
｡

限

ち
､

第
一

四

代

替
P
g
･

P

才
P

抄

O

F
O

?
村

ユ

ゴ
叫
)

｢

巴
･

せ
○

(

c
.

-

最
中

-
〇
.

-

山

レ

β
､

第
一

五

代

廿

甘
喜
ム
♂

当
P

訂
O

F
O
∽
･

打

甘

唱
P

g

?
勺
P

(

-

ミ
00

-
-

h

N

い
)

､

第
一

六

代

■
Z

品
･

旨
p

さ

訂
t

巴
†
p

】

首
-

コ
叫
)

1

巴
一

目
t

∽

F

巴

ェ
ー

旨
か

ー
ー

訟
00
)

､

第
一

七

代

呂
丁
匂

訂
日

已
F

O

?
打

ユ

ゴ
叫

Ⅵ
r

T
p
O

(
-

窒
山

一
○

な
ど

で

あ

る
｡

(

9
)

申

G
一

∽

ヨ
ー

t

∫

O
p

●

○
-

t
･

､

9

N
･

(

1 0
)

Z
→

-

召
-

.

∞
､

汁

小

P

に

よ
る

と
､

約
三

万

戸

を

支

配

し
た

と

言
わ

れ
る

南
部
の

大

貴
族
チ

ャ

侯
(

班

笥
･

b

且

が
､

第
一

三

代
の

信

ィ
･

⊥

者
の

一

人

と

な
っ

て

い

た
｡

こ

の

時
の

当

主
の

子

供
の

一

人
が

後
に

指
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第
一

三

代
の

転

生

し
た

化

身
で

あ

る

と

自
ら

宣

言

し
､

ド

ク

タ

派

教

団
も
こ

れ

を

認

め

た
｡

こ

れ

が

ド
ゥ

ク

沢
に

お

け

る

実

質
的
に

最
初

の

転
生

ラ

マ

で
､

後
に

第
一

五

代

座
主

と

な
っ

た
｡

(

1 1
)

第
一

五

代
の

次
の

転
生

は
､

竹

内

の

著
者
べ

マ

カ

ル

ポ

で

あ
り

､

そ

の

次

は
パ

タ

サ

ム

･

ワ

ン

ボ

(

一

句
む

虎
占
∽
p

ヨ
P

F
P

千
句
0

､

-

諾
い

-

-

窒
-

)

で

あ
っ

た
｡

こ

の

最

後
に

挙
げ

た

転

生

者
の

認

定
の

際
に

､

ギ

ヤ

家

側

を

代

表
し

て

竹

田

の

著
者
の

化

身

で

あ
る

と

白
か

ら

称
し

た

第
一

八

代

と
､

パ

タ

サ

ム

･

ワ

ン

ポ

側

と
が

対

立

し
､

結
局

後
者

に

味
方

し
た

シ

ン

シ

ャ

ク

侯
が

武

力
で

結

着
を

つ

け

た
｡

(

1 2
)

G
●

→
仁

8
-

､

○

ワ

O

F
､

七

ワ

ー

N

u

～
-

N

00
.

(

1 3
)

勺
p

払

2
p

n

打

罵
･

せ
O

e

チ

内

S
･

普
息

富
?

駕
P

思

⊇
串

⊇
丁

罫
弓

(

-

笠
f

O
】

.

､

-

笠
N

)
､

汚

い

P

-
山

∫

い

b
､

笥
P

(

1 4
)

声

G
●

∽

巨
岩

g

O

宇

C

F
}

廿

p
.

N

l
令

.

(

1 5
)

H

E
d

,

】

勺
■

ご
一

打
O

廿
-

C
F
O

甲

写
y

G

早

戸
N

N

p

-
N

山

F

Ⅲ

第
一

期
に

お

け

る

本

山
座

主
の

系
譜
と

相

続

さ

て
､

い

よ

い

よ

第
一

期

(

一

二

世

紀

末

葉
-

一

五

世

紀

初

菓
)

に

お

け
る

相

続
の

問
題
を

検

討
す
る

こ

と

に

し

た

い
｡

こ

こ

で

吟
味
の

対

象
と

す
る

本
山

座
主

は
､

開
祖

､

即

ち
､

本

山

初
代

座
主
か

ら

第
一

二

代
ま

で

の

計
一

二

名
で

あ

る
｡

叙
述
の

便
宜

上
､

次
の

三

つ

の

問
題
視

角
か

ら

相

続
問
題
を

順
次

検

討
し
て

み

る

こ

と
に

し

た

い
｡

即
ち

､

第
一

は
､

一

般
に

カ

ギ
ュ

派

及

び

そ

の
一

支

派

と
し

て

の

ド

ゥ

ク

派
で

は
､

教

団
主
の

相

続
が

如

何

な
る

形

潤

態
で

行
な
わ

れ

た

と

言

わ

れ

て

い

る

か
､

と
い

う
点
に

つ

い

て
､

先

ず
他

宗
派
の

著
者
に

よ

る

史

料
を

紹
介
す
る

こ

と
､

第
二

に
､

そ

れ

で

は

実

際
に

如
何

な
る

形

態
の

相

続
が

行

な
わ

れ

た

か
､

と

い

う

事
実

関

係
の

点
に

つ

い

て
､

ド

ゥ

ク

派
所

属
の

著
者
に

よ

る

竹

内

と

宅
→

の

二

つ

を

中
心

に

跡
づ

け
る

こ

と
､

そ

し

て

第
三

.

に

こ

の

よ

う
に

跡
づ

け

さ

れ

た

相

続
が

､

相

続
制
度
と

し

て
一

体

如

何
な

る

意
義
を

持
っ

て

い

た

の

か
､

と
い

う

点
に

つ

い

て
､

教

団

の

背

景
と

関

連
さ

せ

な

が

ら

若
干
の

考

察
を

試
み

る

こ

と
､

ほ

ぼ

以

上
の

諸

問
題
で

あ

る
｡

り

カ

ギ
ュ

派
と

ク
･

オ

ン

相
続

チ

ベ

ア

ト

の

仏

教
々

団
は

､

教
義
上

､

顕
教

系
と

密

教

系
と

の

二

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分

け

ら
れ

る
｡

前
者
の

教

団
で

は
､

例
え

ば
､

カ

ダ

ム

派
､

ゲ

ル

ク

派
な

ど
で

ほ

戒
律
が

厳
守
さ

れ

る

た

め

に
､

普
通

､

教
団

主
の

相

続
は

師
弟
間
で

行
な

わ

れ

た

と

さ

れ

て

い

る
｡

他
方

後
者
の

教
団

､

例
え

ば
､

サ

キ

ャ

況
や
ニ

ン

マ

派

(

H

オ
ー

チ

2
苧
匂

且

で

は

タ

ン

ト

リ

ズ

ム

の

実

践
の

み

が

重

視
さ

れ

た

の

で
､

教

団

主
の

妻
帯
が

許
さ

れ
､

親
子

間
の

相

続
が

行
な

わ

れ

た

と

も

さ

れ

て

い

る
｡

然
る

に
､

カ

ギ
ュ

派

は
､

両

者
と

若
干
趣
き

を

異
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に

し

て

い

た
｡

即

ち
､

カ

ギ

ュ

派
の

教

義
の

特
徴
は

､

前

述
の

よ

う
に

タ

ン

ト

リ

ズ

ム

の

実

践
し
+

戒
律
と

を

両
立

さ

せ

る

点
に

あ

っ

た

の

で
､

教

団

主
の

妻
帯
は

許
さ

れ

な
か
っ

た

の

で

あ

る
｡

そ

し

て

カ

ギ
ュ

派
に

属
す
る

語
数
団

で

広
く

行
な

わ

れ

た

相

続
形

態

は
､

｢

ク
･

オ

ン

+

(

打
F

苧

き
○

ロ
)

､

即

ち
､

｢

ク

オ
+

(

打
F

苧
♂
○

)

ま

た

は

竿
灯
F

已

と

｢

オ

ン

ポ
+

(

聖
U

O

n
･

匂
○
)

と

の

問
の

相

続
で

あ

っ

た

と

さ

れ

て

い

る
｡

イ

タ

リ

ア

の

ト

ゥ

プ

チ

教

授
は

､

こ

れ

を

へ

l
)

｢

叔
父
と

甥
の

問
に

定

常
化
さ

れ

た

宗
教

上
の

相

続
+

と

解

釈
し

､

以

後
こ

れ

が

定
説

と

な
っ

た
｡

こ

の

ク
･

オ

ン

相

続
､

即

ち
､

叔

父

(

ま

た

ほ

伯
父
)

･

甥
相
続

と

は
､

一

家

系
が

出
家

と

在
家

の

二

系
に

分
れ

､

出
家

者
は

教

団

主
を

相

続
し

て

生

涯
戒

を

守

り
､

在
家

者
は

妻
帯
し

て

血

統
を

維
持
し

､

順
次

教
団

主
の

後
継

者
を

供
給
し

て

い

く
､

と

い

う

相

続

制

度
で

あ
っ

た
｡

本

稿
の

追
求

す

る

ド

ク

タ

派
は

､

以
上
の

如
き
カ

ギ
ュ

派
の

一

支

派

と

し
て

成

立

し

た

の

で
､

当

然
の

こ

と

な
が

ら
､

多
く
の

史

料
に

､

ド

ゥ

ク

派

で

も
こ

の

叔
父

･

甥
相

続
が

行

な
わ

れ

た
､

と

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

そ

の

例
と

し

て
､

次
に

他

派
の

著
者
に

よ

る

史

料
の

関

連

記
述

を

要
約
し

て

紹
介
し

て

み

ょ

う
｡

先

ず
､

一

五

世

紀
末
に

カ

ダ

ム

派
の

著

者
に

よ
っ

て

書
か

れ

た

D
Z

に

は
､

第
二

､

第
三

､

第
四

の

三

代
が

､

各
々

前
代
に

と
っ

て

の

オ

ン

ポ

で

あ

っ

た

と

さ

れ
､

第
五

代

以

後
は

単
に

生

類
年
が

(

2
)

記
さ

れ

て

い

る

だ

け
で

あ

る
｡

即

ち
､

D
宅

は
､

少
な

く
と

も

開

祖
か

ら

第
四

代

ま
で

の

間
､

ク

･

オ

ン

相

続
が

行

な
わ

れ

た

と

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

次
に

ド

ゥ

ク

派

上

同

じ

く
カ

ギ
ュ

派
に

属
す
る

カ

ル

マ

派
の

高

僧
が

著
し

た

内
の

を

見
る

と
､

そ

こ

に

は

第
二

代
が

開

祖
の

オ

ン

ポ

で

あ

り
､

以

後
各
々

の

オ

ン

ポ

が

順
次

相

続
し

て
､

ク
･

オ

ン

(

3
)

相

続
が

第
一

三

代
ま
で

貫
か

れ

た
､

と

述
べ

ら

れ

て

い

る
｡

.

最
後
に

一

九

世

紀
初
め

､

ゲ

ル

ク

派
の

学
僧
に

よ
っ

て

書
か

れ

た

の
→

に

ょ

れ

ば
､

第
二

代
が

開
祖
の

オ

ン

ポ

で

あ

る

ダ

ル

マ

･

セ

ン

ゲ

(

D

寛
･

日
P

玲
チ
g
e
)

と
い

う

人
で

､

彼
以

後
オ

ン

ポ

の

(

4
)

子

孫

(

き
｡

ロ
･

官
等
已
)

が

傾
次

現
わ

れ

た
､

と

記
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

記
述
は

､

極
め

て

曖
昧
な

た

め
に

､

ク
･

オ

ン

相

続
が

第
二

代

以

後
も

継
続
さ

れ

た

か

香
か

､

こ

こ

で

は

必

ず
し

も

明

瞭
で

は

な
い

｡

以

上
三

種
の

史

料
の

う
ち

､

最
後
の

の
→

を

除
く

と
､

ド

ク

タ

派
に

お

け
る

教

団

主
の

相

続
形

態
と

し
て

､

D
Z

に

よ

れ

ば
､

第

四

代
ま
で

､

田
口

に

よ

れ

ば

更
に

第
一

三

代

ま
で

ク
･

オ

ン

相
続

が

継

続
さ

れ

て

い

た

こ

と

に

な

る
｡

そ

れ

で

は
一

体

事
実
は

ど

う

で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
か

｡

7 ∂3
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第 1 表 l ド ク タ 派 本 山座 主 の 系譜

(1) g T s 由一p a r G y a- r a S Y e-C e S

r d o- rj e ( 1 1 6 1 - 1 2 1 1)

R i n- C b e n-丘p al

l
.

(4) ポi一皿 S e n- g e

( 1 2 5 1 - 1 2 6 6 - 1 2 8 7)

1Ⅰ王a-もt s a n
( 七 人 兄 弟)

d Iio n- St a g

(3) g S b o n- n 11 S 由一g e

( 1 2 0 0 - 1 2 3 2 - 1 2 6 6)

1 E a- g 五a n

(2) d B o n - r a S D a ト m S 由一g e

( 1 1 7 7 - 1 2 1 1 - 1 2 3 7)

(5) S 由一g e ri n- Cも e n

( 1 25 8 - 1 2 87 - 1 3 1 3)

(6) S e 血- g e r g y al- p O ( 12 89 - 1 3 13 冊1 3 2 6)
1

(7) E n n- d g aモ1 S e 血- g e ( 13 1 4･･･ ぺ . 1 3 2 6 " 1 3 4 7)
l

(8) b L o- g r O S S e五一

g e ( 1 3 4 5 一? - 1 3 9 0))

S 由一g e ∈e S- r a b

( C ･ 1 2 3 8--- ぺ , 1 2 7 8)

人 名 の 前 の 数 字 は,

座 主 の 代 数 を示 し,

人 名 の 下 及 び 右【琴 り
の 三 つ の 西 歴 年数 は
各 々 生 年, 就位 年,

穀年 を示 す

(9) C e s- r a b s 由一g e

( 1 3 7 1 - 1 3 9 0 - 1 3 9 2)

(
(畑 Y e- e 鶴 ri n- Cもe n

湖

∽ C e s- r a b b z a 血- p

( 1 4 0 0 - 1 4 2 5 - 1 4 3 8)

仁山 N a m - m k ll a中 d p al- b z 血

( 1 3 9 8 - 1 4 1 3 - 1 4 25 )

00

ド

ク

タ

派
の

場

合

-
ク
･

オ

ン

相

続
と

親
子
･

兄

弟
相

続

開

祖

以

後
歴

代
の

座

主
の

血

縁
関

係
を

系
統
的
に

記

述
し

て

い

る

の

は
､

同

派
の

学

匠
ベ

マ

カ

ル

ポ

が
一

六

世

紀
末
葉
に

著
し

た

竹

内

の

み

で

あ

る
｡

同

じ

く

同

派
の

著
者
に

ょ

る

宅
→

が
､

第
五

代
か

ら

第
一

二

代

ま
で

の
､

途
中
で

第
七

代
を

除
く

計
七

名
の

座

主
に

つ

い

て

の

み
､

先
の

勺

内

の

記

述
を

裏
付

け
し

､

且

つ

補
足

し

て

い

る
｡

竹

内

は
､

血

縁
関
係
の

外
に

､

座
主

職

就
位
の

順
序

も

記

し
て

い

る

が
､

然
し

､

歴
代

座
主
の

生

類
年
に

つ

い

て

ほ

と

ん

ど

触
れ

て

い

な

い

の

で
､

こ

の

点
､

む

し
ろ

主
と

し

て

干
支

紀

年
法
に

よ

る

生

類
年
を

中
心

に

記

述
し
て

い

る

D

ヨ
､

内
G

､

声

呂

な

ど

の

諸

史
料
に

依
り

つ

つ
､

今
､

第
一

期
に

お

け

る

歴
代

座
主

(

5
)

の

系
譜
を

描
け

ば
､

第
一

表
の

如
く
に

な

る

で

あ

ろ

う
｡

こ

こ

に

見

ら
れ

る

よ

う
に

､

第
二

､

第
三

､

第
四

､

第
五

代
の

四

代
の

座
主

は
､

各

ま
剛

代
に

と
っ

て
､

甥
､

従

兄

弟
､

甥
､

又

従

兄

弟
で

あ
っ

た
｡

然
し

､

第
五

代
は

実
子
に

相

続
さ

せ

て

い

た
｡

こ

の

間
の

事
情
を

､

竹

内

ほ
､

第
五

代
以

後
他
に

オ

ン

ポ

が

い

な

(

6
)

か
っ

た

の

で
､

妻
帯
し

て
一

子

を

儲
け

た
､

と

伝
え
て

い

る
｡

以

後
､

こ

の

親
子

相

続
は

第
一

二

代
ま
で

継
承
さ

れ

た
｡

こ

れ

ら
の
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相
続
が

､

表
面
上

､

師
弟
相

続
の

形
を

と

っ

た

こ

と

は

言

う

ま

で

も

な
い

｡

但
し

､

そ

の

間
､

第
九

代
と

第
一

〇
の

両

代
､

第
一

一

と

第
一

二

の

両

代

ほ
､

各
々

兄

弟
で

あ

り
､

そ

の

間
で

相

続
が

行

な
わ

れ

て

い

る
｡

然
し

､

こ

の

場
合
の

兄

弟
相

続
は

､

第
九

代
､

第
一

一

代
の

何

れ

も

座

主

就

位
後
若
く
し

て

発
し

､

子

孫

を

残
さ

な
か

っ

た

わ

で
､

親
子

相
続
の

い

わ

ば

変
型
と

考
え

て

も

良
い

と

思
わ

れ

る
｡

と

こ

ろ

で
､

カ

ギ
ュ

派
所

属
の

諸

教

団
で

は
､

ク
･

オ

ン

相

続

が

広

く

行
な

わ

れ

た

と

言
わ

れ

て

い

る

こ

と
､

ま

た

そ

の

〓
ホ

で

あ

る

ド

ゥ

ク

派
で

も
､

ロ
Z

と

内
G

に

よ

れ

ば
､

ク
･

オ

ン

相

続

が

少

な

く
と

も

開

祖
か

ら

第
四

代
ま

で

の

問
に

行
な

わ
れ

た

こ

と
､

こ

の

二

点

を

先
に

指
摘
し
て

お

い

た
｡

然
し

な
が

ら
､

も

し
､

ク
･

オ

ン

相

続
を

定

説
に

従
っ

て

厳
密
に

｢

叔
父

･

甥
相

続
+

と

定

義

し

て
､

第
一

義
に

見

ら

れ

る

事
実
関
係
に

適
用

す

れ

ば
､

ド

ク

タ

派
で

ほ

ク
･

オ

ン

相
続
が

わ

ず
か

に

第
二

代
と

第
四

代
の

両

名
だ

け
に

行
な

わ

れ

た

に

す

ぎ
な

い

こ

と
に

な
る

｡

果
し

て

本
当
に

そ

う
だ

っ

た

の

だ

ろ

う
か

｡

ま
た

こ

の

こ

と

と

関
連
し

て

第
六

代
以

後
に

お

け

る

親
子

･

兄

弟

相

続
は

､

一

体

如
何
な
る

事
情
の

下

で

行
な

わ

れ

た

の

だ

ろ

う
か

｡

そ

れ

ほ
､

戒
律
の

緩
慢
な

他
の

密

教

系
譜

教
団
で

当

初
か

ら

行
な

わ

れ

て

い

た

親
子

相
続
と

､

全
く

同

じ

性
格
の

も

の

だ
っ

た

の

だ

ろ

う
か

｡

次
に

こ

れ

ら
の

問

題
を

検

討
す

る

こ

と

に

し

た

い
｡

先

ず
､

ク
･

オ

ン

相

続
の

問
題
を

吟
味
し
ょ

う
｡

確
か

に

血

縁

関
係
に

精
し
い

勺

内

に

お

い

て
､

前
代
に

と
っ

て

の

オ

ン

ポ

で

あ

っ

た

と

明

記
さ

れ

て

い

る

座

主
は

､

第
一

期
に

お

い

て
､

わ

ず
か

(

7
)

に

第
二

代
の

み

で

あ

る
｡

従
っ

て
､

こ

の

限

り

で

は
､

竹

内

と

先

の

ロ

宅
-

朽
の

の

記

述
と

は

対

立

す

る

こ

と
に

な
る

｡

然
し

な
が

ら
､

そ

の

竹

内

に

は
､

オ

ン

ポ

の

用

語

法
に

つ

い

て

注

目
す
べ

き
二

つ

の

箇
所
が

あ

る
｡

一

つ

は
､

第
五

代
が

妻
帯
し

た

理

由
と

し
て

先
に

引
用
し

た
､

第
五

代
以

後
他
に

オ

ン

ボ

が

い

な

か
っ

た

か

ら

云

々

､

と
い

う

箇
所
で

あ

る
｡

こ

れ

に

よ

れ

ば
､

第
五

代

以

前
の

相

続
は

､

あ

た

か

も

す
べ

て

ク
･

オ

ン

の

そ

れ

で

あ
っ

た

か

の

よ

う
な

印
象
を

与
え

る
｡

も

う
一

つ

は
､

第
八

代
が

座
主

職
に

就
位

す

る

前
の

一

時
期
に

､

｢

父

系
の

遠
縁
に

あ

た

る

オ

ン

ポ
+

(

づ
P

F

t

臣
P

n

ユ

苧
p
O

→

廿
的

3
･

ど
P

E

P
♂
○

冒
せ
○
)

が

本

山
を

預
か
っ

た
､

㌻
)

と

記
さ

れ

て

い

る

箇

所
で

あ

る
｡

も
し

､

こ

の

場
合
の

オ

ン

ボ

が

本

来
近

親
者
で

あ

る

は

ず
の

｢

甥
+

の

意
味
な

ら
ば

､

特
に

｢

父

系
の

遠
縁
に

あ

た

る
+

と

断
わ

る

こ

と

は
､

自
己

矛

盾
に

陥
い

る

こ

と
に

な
ろ

う
｡

ま

た

竹

内

及

び

Z
→

に

よ

る

限

り
､

第
八

代

の

父
､

即
ち

､

第
七

代
に

ほ

兄

弟
が

な
か

っ

た

か

ら
､

第
八

代
に

湖
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と
っ

て

の

｢

甥
+

は

初
め

か

ら

存

在
し

な

か
っ

た
｡

更

に

も

し

｢

父

系
の

遠
縁
+

で

あ

る

こ

と

が

確
か

で

あ

る

な

ら
ば

､

同
じ

く

勺

R

及
び

当
→

に

従

う

限
り

､

そ

の

人

物
の

血

筋
は

､

少
な

く

と

も

開

祖
の

兄

弟
に

ま

で

遡
ら
ね

ば

な

ら
な

い
｡

従
っ

て
､

こ

の

場
合
の

オ

ン

ポ

は
､

従

来
｢

甥
+

と
し

て

定

義
さ

れ

て

い

た

オ

ン

ポ

と

全

く

意
味
内
容
を

異
に

し
て

､

結
局

単
な

る

｢

父

系
の

者
+

と
し

て

だ

け
の

意
味
合
い

に

す

ぎ

な

く
な
っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

以

上
を

要
す

る

に
､

竹

村

は

｢

オ

ン

ポ
+

と
い

う

語
に

､

近

親

者
で

あ

る

｢

甥
+

(

或
い

は

従

兄

弟
､

又

従

兄

弟
を

も

含

む
)

と

い

う

意
味
と

､

遠
縁
の

｢

父

系
の

者
+

と

い

う

意

味
と

の

二

通
り

の

解

釈
を

与

え
て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

勿
論

､

オ

ン

ポ

概

念

に

か

か

る

二

通

り

の

意
味
が

生

じ

た

の

は
､

後
の

時

代
に

な
っ

て

か

ら
の

こ

と
で

あ

っ

て
､

一

二

世

紀
に

ク
･

オ

ン

相

続
が

広
く

始

め

ら

れ

た

当

初
に

お

い

て
､

オ

ン

ポ

と

い

う

語
ほ

｢

甥
+

だ

け

の

意
味
で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
｡

然
し

､

そ

れ

で

は
一

体

如

何
な

る

理

由
で

､

オ

ン

ポ

概
念
が

こ

の

よ

う
に

拡

大

解

釈
さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う
か

｡

そ

も

そ

も
､

オ

ン

ポ

と
い

う

語
の

意
味
は

流
動
的
で

あ

っ

た
｡

こ

れ

ま
で

の

研

究
に

よ

れ

ば
､

古

代

吐

蕃
王

朝
(

七

世

紀
-
九

世

紀
初

案
)

の

時

代
に

お

い

て
､

オ

ン

ポ

の

語

義
は

｢

孫
+

で

あ
っ

(

9
)

た

と

言
わ

れ

て

い

る
｡

そ

れ

が
一

二

世

紀
に

至

る

と
､

｢

孫
+

か

榔

ら

｢

甥
+

に

意
味
が

転
じ
て

い

た
｡

今
､

こ

の

オ

ン

ポ

概
念
の

推

移
の

原

因
を

明
ら
か

に

出
来
な

い

が
､

こ

の

こ

と
は

恐

ら
く

､

古

代
王

朝
崩
壊
以

後
の

混

乱
の

時
期
に

お

い

て
､

家

族
制

度
が

大

き

く

動
揺
し

､

変
化
し

た

こ

と

に

対

応
し

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
｡

然

し
､

政

治

史
と

い

う

極

く

表
面
か

ら

社

会
の

内

奥
の

動
き

を

想

像

す

る

に
､

チ

ベ

ッ

ト

社

会
の

動
揺
は

決
し

て
一

二

世

紀
頃
に

終
了

し

た

の

で

は

な

く
､

そ

の

変
動
の

振

幅
に

在
度
の

差
が

あ
っ

て

も
､

と

も
か

く
､

一

二

世

紀
以

降
に

も

引

き

続
い

て

い

た

よ

う
に

思

わ

へ

1 0
)

れ

る
｡

従
っ

て
､

オ

ン

ポ

概

念
も

､

か

か

る

社

会
全

体
や

家

族

制

度
の

変

動
に

伴
っ

て
､

ほ

ぼ

次
の

過

程
を

経
て

拡
大

さ

れ

て

い

っ

(

u
)

た

の

で

は

な
い

か
｡

即

ち
､

先

ず
一

二

世

紀
の

あ

る
一

時
期

､

オ

ン

ポ

の

意
味
は

｢

甥
+

だ

け
で

あ
っ

た
｡

然
し

､

元

来
チ

ベ

ッ

ト

語
に

は

｢

従
兄

弟
+

や

｢

又

従

兄

弟
+

を

指
す

呼
称
が

無
か

っ

た

の

で
､

こ

れ

ら

親
族
を

指
す

呼
称
と

し

て

｢

オ

ン

ポ
+

と

い

う

語

が

延

用
さ

れ

た

の

で

ほ

な
い

か
｡

そ

し

て

こ

の

拡
大
さ

れ

た

用

法

が

何

世

代
も

の

間
に

続
け

ら

れ

て

い

る

う

ち
に

､

遂
に

は

十

数
親

等
も

離
れ

た

遠
縁
の

着
で

も
､

父

系
で

あ

る

限

り
､

こ

の

｢

オ

ン

ポ
+

と

い

う

語
で

呼
ば

れ

る
､

｢

て
つ

に

な
っ

た

の

で

は

な
い

か
｡

そ

の

結
果

､

一

六

世

紀
頃
ま
で

に

は
､

先
に

吋

朽

に

お

い

て

見

た
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よ

う
に

､

｢

近

親
の

オ

ン

ポ
+

と

｢

遠
縁
の

オ

ン

ポ
+

と

い

う
二

通
り
の

解

釈
が

生

じ
た

の

で

は

な
い

か
｡

以

上
の

如
き

推
論
は

､

勿
論

､

ク

オ
､

オ

ン

ポ

な

ど

の

親
族

名

称
に

関

す
る

多
く

の

用

語
法
を

検

討
す
る

中
で

､

逐
一

検
証
さ

れ

て

い

か

ね

ば

な

ら

な
い

だ

ろ

う
｡

然

し
､

少

な

く

と

も

｢

オ

ン

ポ
+

と

い

う

語
が

単
に

｢

甥
+

だ

け
を

意
味
す

る

の

で

は

な
い

こ

と
､

及
び

｢

従

兄

弟
･

又

従

兄

弟
+

を

オ

ン

ポ

の

概

念
に

含
ま
せ

て

も
必

ず
し

も

誤
り
で

ほ

な
さ

そ

う
な
こ

と
､

こ

の

二

点

は
､

以

上
の

考

察
で

明
ら
か

に

さ

れ

た

と

思
わ

れ

る
｡

従
っ

て
､

第
二

代

か

ら

第
五

代
ま
で

の

問
の

相

続
形
態
は

､

｢

ク
･

オ

ン

+

相

続
で

あ
っ

た

と

み

な

し
て

も

大
過

な
い

の

で

は

な
い

か
｡

と
こ

ろ
で

､

ク
･

オ

ン

相

続
と

ほ
､

前
述
し

た

よ

う
に

､

一

家

系
が

在

家
と

出
家
の

二

系
に

分
れ

､

両

者
が

各
々

の

機
能
を

十

分

に

果
す

限
り
に

お

い

て

順
調
に

雑
読
さ

れ

た

相

続
制

虔
で

あ
っ

た
｡

然
し

､

在
家

と

出
家
の

何
れ

か

に

支

障
を

来

し

た

場
合

､

特
に

在

家
の

側
で

血

統
が

絶
え

か

か

る

よ

う
な

事
態
に

至
っ

た

時
に

は
､

こ

の

出
家

と

在
家
の

バ

ラ

ン

ス

が

崩
れ

て
､

ク
･

オ

ン

相

続
の

形

態
を

維
持
出
来
な

く
な

る

こ

と

も

あ
っ

た

に

ち
が

い

な
い

｡

例
え

ば
､

ド

ゥ

ク

派
の

第
五

代
座
主

の

場
合
が

そ

れ

で

あ

る
｡

竹

内

及

び

2
→

に

よ

れ

ば
､

ギ

ャ

家
に

お

い

て

第
五

代
と

同

世

代

に

は

(

1 2
)

在
家
の

者
が

一

人

も
い

な
か

っ

た

の

で
､

彼
は

出
家

者
の

身
で

あ

り

な
が

ら
も

､

在
家

者
と

し
て

の

役
目
を

果
す

必

要
が

生

じ

た
｡

こ

う
し

て

第
五

代

は

妻
帯
し

､

子

供
を

儲
け
て

そ

の

子
に

相

続
さ

せ

た
｡

こ

れ

が

ド

ゥ

ク

派
に

お

け
る

親
子

相

続
の

最

初
で

ぁ

る
｡

以

後
､

こ

の

形

態

は

第
二

期
に

入
っ

て
､

第
一

四

代

が

ク
･

オ

ン

(

1 3
)

相

続
を

復
活
さ

せ

る

ま
で

続
い

た
｡

然
し

な

が

ら
､

こ

の

よ

う
な

事
情
の

下

で

生

じ
た

親
子

相

続
は

､

教

義
上

妻
帯
が

許
さ

れ

て

当

初
か

ら

行
な

わ

れ

て

い

る

密
教
系

譜

教
団
の

親
子

相

続
と

は
､

次
の

二

点
に

お

い

て

性
蒋
が

異
な
っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る
｡

即

ち
､

第
一

ほ
､

こ

の

場
合
の

親
子

相

続
は

便

宜

的

な

も
の

で
､

ク
･

オ

ン

相

続
の

い

わ

ば

変
則
型
で

あ

っ

た

の

だ

か

ら
､

事
情
が

許
せ

ば

再
び

正

常
塑
の

ク
･

オ

ン

相

続
に

戻

る

ほ

ず
の

も
の

で

あ

っ

た

に

ち

が

い

な
い

こ

と

で

あ

る
｡

事
実

､

第
二

期
の

第
一

四

代
の

時
に

ク
･

オ

ン

相
続
が

復
活
さ

れ

て

い

る
｡

第
二

に
､

教
団
主
の

妻
帯

と

そ

の

結
果
と

し
て

の

親
子

相

続
は

､

や

は

り

カ

ギ
ュ

派
の

教
義
に

反
す
る

こ

と

で

あ

っ

た

か

ら
､

こ

の

こ

と

に

対

す
る
コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

も

当

然
あ
っ

た

で

あ

ろ

う
と

思

わ

れ

る
｡

従
っ

て
､

公

的
な

記
録

類
で

ほ
､

こ

の

親
子

相

続
に

つ

い

て

出
来
る

限
り

触
れ

な
い

よ

う
に

努
め
た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

｡

7

ま

た

触
れ

る

必

要
が

あ

る

時
に

は
､

た

と
い

親
子

で

あ
っ

て

も
､

指
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(

1 4
)

従

来
通
り

｢

ク
･

オ

ン

+

と

記
し

て

い

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

｡

例
え
ば

､

第
一

〇

代
の

伝

記

中
に

親
子
が

ク
･

オ

ン

と

し

て

記
述

(

1 5
)

さ

れ

て

い

た

が
､

そ

の

理

由
は

恐

ら
く

以

上
の

よ

う
な

も
の

で

な

か

っ

た

か

と

思

わ

れ

る
｡

ま
た

ク
･

オ

ン

相

続
が

一

貫
し
て

い

た

と

記

述
し

て

い

る

田
G

の

著
者
の

意
図
も

､

同
じ

カ

ギ
ュ

派

に

属
す
る

教
団
の

者
と
し

て
､

案
外

以
上

の

よ

う

な
こ

と

に

あ
っ

た

か

も

し

れ

な
い

｡

さ

て
､

以

上

を

要
す
る

に
､

第
一

期
に

お

け
る

本
山

座
主
の

相

続
形
態
は

､

先

ず
第
二

代
か

ら

第
五

代
ま
で

は

ク
･

オ

ン

相

続
で

あ

っ

た

だ

ろ

う
こ

と
､

次
に

第
六

代
か

ら

第
一

二

代
ま

で

ほ
､

親

子
･

兄

弟
相

続
で

あ
っ

た

こ

と
､

そ

し
て

こ

の

場
合
の

親
子

･

兄

弟
頼

続
は

､

ク
･

オ

ン

相

続
の

い

わ

ば

変
則
型
と

言
え

る

の

で

は

な
い

か

と
い
■
う
こ

と
､

こ

の

三

点
が

ほ

ぼ

判
明
し

た
｡

…

1 1 1

ク
･

オ

ン

相
続
の

意
義

先
に

述
べ

た

よ

う
に

､

開
祖

ツ

ァ

ン

パ

･

ギ

ャ

レ

ー

は
､

カ

ギ

ュ

派
の

教
理

に

従
い

､

受
戒
し
て

生

涯
こ

れ

を

守
っ

た

の

で
､

彼

に

ほ

妻
子
が

存
在
し

な
か

っ

た
｡

そ

れ

故
に

､

次

代
の

座
主
ほ

､

彼
の

高
弟
た

ち
､

就
中

､

六

大
弟
子
と

目
さ

れ

た

高
弟
の

中
か

ら

選
ば

れ

て

然
る
べ

き
だ

っ

た

と

思
わ

れ

る
｡

然
る

に
､

第
二

代

座

主

職
に

就
い

た

の

は
､

形
の

上
で

は

｢

筆
頭

弟

子
+

(

旨
○

?

首
丁

欄

(

1 6
)

笥
P
∽

)

で

あ
っ

て

も
､

実
態
は

開

祖
の

実
家
の

着
で

あ
っ

た
｡

ま

た

第
二

代

以

後
の

座
主

職
も

､

先
の

第
一

義
に

見
た

よ

う
に

､

開

祖
の

出

身
家

系
で

あ

る

ギ

ャ

家
の

血

筋
の

み

に

よ
っ

て

独

占
さ

れ

た
｡

そ

れ

で

は
､

ギ

ャ

家

出
身
の

着
た

ち
が

座
主

職
に

就
い

た

の

は
､

果
し
て

彼
ら
が

本

当
に

宗
教
的
資
質
に

優
れ

て

い

た

か

ら
で

あ

ろ

う
か

｡

こ

の

問
題
に

つ

い

て
､

第
一

期
(

一

二

世

紀
末
葉
-

一

五

世

紀

初
菓
)

に

お

け

る

教

団
の

背

景
を

見

る

と
､

教
団

主
の

あ

り

方

と

関

連
し

て
､

先

ず
次
の

諸

点
が

指
摘
さ

れ

う
る

｡

即
ち

､

第
一

に
､

ド

ゥ

ク

派
で

は
､

早
く

も

第
三

代
の

時
に

､

開
祖
の

示

し

残
し
た

規
律
が

大
い

に

乱
れ

て
､

個

数
団
と

の

論
争
が

頻
発
し

､

ま

た

論

争
中
の

一

派
と

の

武
力

衝
突
に

ょ

っ

て
､

本

山
の

ド

ク

タ

寺
が

破

(

1 7
)

損
し

た

事
件
も

起
き

た

り
し

た
｡

こ

れ

ら
の

こ

と

は
､

共
に

開
祖

(

1 8
)

の

直
弟
子
で

あ
っ

た

第
二

代
､

第
三

代
の

両

座

主
が

､

少
な

く
と

も

後
者
が

必

ず
し

も

宗
教
的
指
導
者
と

し

て

適
任
で

は

な

か

っ

た

こ

と

を

示

し
て

い

る
｡

第
二

に
､

第
一

期
を

通

じ
て

､

ド

ゥ

ク

派

(

1 9
)

ほ
､

他
の

語

数

団
､

特
に

所
謂
明
代
の

八

大

教

王

の

中
の

教
団
と

し

て

大
い

に

勢
威
を

振
っ

て

い

た

サ

キ

ャ

､

カ

ル

マ

､

ゲ

ル

ク
､

バ

グ

モ

ト

ゥ

な

ど
の

諸

派
と

比

較
し

た

ら
､

や

は

り

未
だ

問

題
に
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な

ら

な
い

位
に

小

規

模
な

教
団
と

し

て

留
ま
っ

た
｡

こ

の

こ

と

は
､

勿
論

､

聖
俗
両

界
に

お

け

る

他
の

諸

勢
力
と

の

力

関
係
に

ょ

る

こ

と
が

大
で

あ
っ

た

が
､

そ

の

外
に

歴
代

座
主
に

人

材
を

欠
い

て

い

た

こ

と

も

そ

の
一

つ

の

原

因
で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
｡

第
三

に
､

第
五

代

は

教

団
の

指
導
者
と

し

て
､

戒

律
を

遵
守
す
べ

き

で

あ
っ

(

2 0
)

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

実

際
に

は

妻
帯
し
て

子

を

儲
け
た

｡

こ

の

こ

と
は

､

彼
に

と
っ

て

何
よ

り

も

自
己
の

血

統
の

維
持
が

重

要
で

あ
っ

た

こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

以

上
の

三

点
に

ょ

る

と
､

ギ

ャ

家

出
身
の

歴
代

座
主

は
､

必

ず

し

も

宗
教
的
資
質
に

優
れ

て

い

た

か

ら

座

主

職
に

就
い

た

わ

け
で

は

な

か
っ

た
｡

む
し

ろ
､

教

団

主
と

し
て

の

資
格
の

有
無
に

か

か

わ

り

な

く
､

す

ぐ

れ

て

相

続
制
反
そ

れ

自
体
に

依
拠
し

っ

つ
､

座

主

職
を

独

占
し

た

の

で

あ

る
｡

そ

れ

で

は
､

次
の

疑
問
と
し

て
､

彼
ら

ギ

ャ

家
の

着
た

ち

は
､

何

故
に

座
主

職
を

独
占

し

た

の

で

あ

ろ

う
か

｡

と
い

っ

て
､

勿
論

､

ギ

ャ

家
一

族
が

座
主

職
を

独

占

的
に

相

続

し

た

際
に

､

何
ら
か

の

世

俗

的
意
図
が

あ
っ

た

こ

と

を

直
接
的
に

明

示

す
る

よ

う
な

根
拠
は

､

ど

の

史
料
の

中
に

も

見
い

出
さ

れ

な

い
｡

然
し

な

が

ら
､

一

家

系
に

よ
っ

て

教

団
主
の

独

占
的

相

続
が

行
な
わ

れ

た
､

と

い

う

歴
然
た

る

事
実
を

基
に

次
の

三

点
､

即

ち
､

第
一

に
､

そ

れ

程
裕
福
で

は

な
か

っ

た

と

思
わ

れ

る

開
祖
の

実

家

に

と
っ

て
､

教

団

内
に

あ
っ

た

は

ず
の

開

祖

個
人
の

財
産
は

無

論

の

こ

と
､

教
団
の

共

同

財
産
の

管
理

権
も

大

き

な

魅
力
で

あ

っ

た

に

ち
が

い

な

い

こ

と
､

第
二

に
､

ギ
ャ

家

出
身
の

歴

代

座
主
が

､

例
え
ば

､

第
五

代

が

疫
病
対

策
に

事
寄
せ

て
､

南
部
の

土

豪
た

ち

(

2 1
)

か

ら
一

地

区
を

接
収
し

た

り
､

或
い

は

第
六

代
が

元

朝

王

室

と

の

結
び

つ

き

を

得
て

､

一

九

〇

〇

戸
を

擁
す

る

寺
領
(

旨
○

?
g

軋
E
払

)

(

2 2
)

を

賜
わ
っ

た

り

し
て

､

第
七

代
の

時
期
に

本

山
に

は

か

な

り
の

量

(

2 3
)

の

寺
領
が

蓄
積
さ

れ

て

い

た

と

思
わ

れ

る

こ

と
､

以

上
二

点
を

考

え

合
せ

れ

ば
､

や

は

り

ギ

ャ

家
一

族
が

教
団

主
の

地

位
と

特

権
を

専
有
し

た

背
後
に

は
､

何
ら

か

の

非
宗
教
的
な

意
図
が

あ
っ

た

こ

と

は
､

先

ず
疑
い

な

い

と

思

わ

れ

る
｡

ま

た

こ

の

よ

う
に

考
え

て

初
め

て
､

ク
･

オ

ン

相

続
の

制
度
的

な

意
味

､

換
言

す
れ

ば
､

偶
然
に

一

回

の

み

行

な

わ

れ

た

そ

れ

で

は

な

く
､

他
に

事
情
が

変
ら
な
い

限
り

順
次

継
続
さ

れ

る

は

ず
の

そ

れ

の

意
味
を

理

解

出
来
る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

｡

即

ち
､

教

団
の

教

義
に

抵
触
せ

ず
に

､

然
し

後
に

事
情
が

変
っ

て

抵
触
し

な

け

れ

ば
な

ら
な

い

場
合
に

は
､

表
面

上

そ

れ

を

つ

く
ろ
い

な

が

ら

も
､

ま
さ

に

い

か

に

し

て

教
団

主
の

世

襲
化

､

そ

し
て

究

極

的
に

〈U
U

ほ

教
団
の

権
威
及
び

財
産
の

私

物
化
を

実
現

さ

せ

う
る

か
､

と
い

指
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ぅ

目

的
に

こ

の

形
嵐
の

相

続

制

度
こ

そ

が

最
も

適

合
的
で

あ
っ

た
､

と

い

う

点
が

十

分
に

納
得
さ

れ

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

｡

さ

て
､

以

上

を

要

す
る

に
､

カ

ギ
ュ

派

諸

教
団
に

お

い

て
､

少

な

く

と

も
､

今
､

検
討
し

た

ド

ク

タ

派

の

場

合
に

限
っ

て

も
､

ク
･

オ

ン

相

続
は

す

ぐ

れ

て

世

俗

的

な

意
味
が

込
め

ら
れ

た
一

種

の

世

襲

制
で

あ
っ

た

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

そ

し
て

こ

の

ク
●

オ

ン

相

続
こ

そ

が
､

超
俗
的

出
家

者

集
団
の

中
に

世

俗
的
要

因
を

導
入

さ

せ

る
一

つ

の

契
機
で

あ

り
､

更
に

こ

の

こ

と

が

何
ら

か

の

形
で

､

教

団

そ

れ

自

体
の

世

俗
化

と

教
団

主
の

特
権
階

級

化
､

延
い

て

は

宗
教

貴
族

別
の

成

立
に

甥

接
に

関

連
し

合
っ

て

い

た

よ

う
に

考
え

ら
れ

る

の

で

あ

る
｡

第 二 表

(

1
)

(

2
)

(

3
)

(

4
)

(

5
)

G
･

→
⊆

U

O
-

､

○

ワ

O

F
)

p

J
タ

ロ
Z

､

汁

-

-

00

b
.

内
G

､

勺

p
.

き
加

1
阜

-

り
.

G
→

-

汁

-

牟

F

第
二

代
か

ら

第
一

二

代
ま

で

の

歴

代

座

主
の

血

筋
､

名

称
､

生

穀
年

､

座

主

職

威

位
の

順

序
及

び

そ

の

年
､

な

ど
に

関

す
る

讃

史
料

の

関

係

箇

所
は

､

第
二

表
に

一
括

し
て

示
し

た
｡

な

お
､

第
一

麦
の

系

譜
を

作

製
す

る

に

あ

た
っ

て
､

諸

史

料
の

問

に

存

し

た

異
同

は
､

次
の

諸

点

で

あ
っ

た
｡

∽
第
三

代
の

座

主

峨

就
位

に

つ

い

て
､

勺

R

は

三

三

歳

(

一
二

三

二
)

の

時

と

言

い

､

U
Z

及

び

河

呂

は

前
代

の

発

し

た
三

八

歳

(

二
二

二

七
)

と

言

う
｡

C
Z

及
び

声
呂

は
､

G T

【f ,
1ヰ b

… 欠

R 丸正

∃p p . 1 8
,
2 2

,
2 4-2 5

】p p ･ 2 1
･
2 4- 2 5

,
2 8

p p . 2 6
,
2 8

,
3 0

p p . 2 7
,
3 0

,
3 3

p p ･ 3 0
,
3 3

,
3 4

p p . 3 3
,
3 4

,
3 6

p p . 36
,
4 1

p p . 3 9
,
4 1

,
4 2

p p . 3 8
,
4 2

,
4 4

p p ･ 4 2
･
4 4

,
4 5

1

ク

】 ク

7 ∂ひ

欠

N T

欠

且 3 b
,
4 a

,
2 6 b

乱 3 a
,
4 a

,
2 1 b

欠

2 b
,
3 a

.
4 a

. 2 (i b

乱 2 a
,
4 b

P E

圧. 1 8 3 b- 1 8 4 a

f . 1 8 4 a

丘
. 1 8 4 a- 1 8 4 b

f
. 1 8 4 b

庁. 1 8 4 b- 1 8 5 a

f . 1 8 5 a

庁. 1 8 5 a- 18 5 b 妊

f . 1 8 5 b

且 2 b
,
6 a

,
1 1 b

a l氏 1 a
,
2 a

,
3

且 2 a
,
3 a

,
5 b

E GD 二N

第 2 代ゎ1 1 8 b
≠

p . 4 1 8

】p p . 4 1 8- 4 1 9

p . 4 1 9

欠

欠

1 0

11

1 2
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前

代
の

寅

年
を

機
械

的
に

次

代
の

就

位

年
と

し

て

い

る

の

で
､

こ

こ

で

は

著

者
が

同

宗

派
の

吋
吊

の

説
を

採
っ

た
｡

紳
第

六

代

の

没

年

は
､

D
Z

-

芥
G

､

河

呂

に

三

七

歳
の

一

三

二

五

年

と

あ

る

が
､

竹
田

と

2
→

､

ノ

さ
ー

.

N
.

汁

N

-

ど

に

三

八

歳
の

一

三

二

六

年
と

あ

る

の

で
､

後
者
の

説
に

従
っ

た
｡

な

お
､

第
七

代
の

座

主

職

就
位

年

は
､

従
っ

て
一

年

繰

り

下
っ

た
｡

M
第

八

代

の

就

位

年

は
､

河
呂

に

前

代
の

没
年

と

し
て

あ

る

が
､

然
し

､

こ

の

年

第

八

代
は

わ

ず
か

三

歳
で

あ

り
､

且
つ

竹

内
〉

♪

-

00

い

p

に
一

時

本

山
は

遠

縁
の

オ

ン

ポ

に

よ
っ

て

管

理
さ

れ
､

失

策
が

多
か

っ

た

た

め
に

､

後
に

第

八
代

が

招
か

れ

て

就

位

し

た

と

あ
る

｡

故
に

河
呂

の

三

歳

就

位

説

は
と

れ

な

い

の

で
､

こ

こ

で

は
一

応
不

明

の

ま

ま

に

残

し

た
｡

H
第

九

代
が

異
母

兄

の

第
一

〇

代
よ

り

八

歳
も

若
い

の

に
､

先
に

座
主

俄
に

就
い

た

理

由

は

よ

く

わ

か

ら

な
い

｡

名

称
か

ら

判
断

す

る

に

､

第

九

代
の

名
に

ほ
､

歴
代

座

主
の

名
に

含
ま
れ

る

｢

セ

ン

ゲ
+

(

S
e

㌣

慧
､

獅

子

と
い

う

意

味
)

と
い

う

語
が

含
ま
れ

､

他

方

第
一

〇

代
の

名
に

は

無
い

か

ら
､

或
い

は

第
九

代
の

方
が

嫡

出
で

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
か

｡

㈹

河
呂

に
､

第
一

一

代
の

須

後
､

座

主

職
が

三

年
間

空
位

と

な

り
､

ギ

ャ

ル

ワ

ン

(

→

G

笥
-

･

き
p

才

実

は

第
一

三

代

座
主

で

あ
っ

た
)

が

誕

生

し
て

直

ち
に

座

主

俄
に

就
い

た

よ

う
だ

､

と

記
さ

れ

て

い

る
｡

然

し
､

こ

れ

は
､

河
呂

自
体

が

ロ
当

の

記

述
に

盲
従
し

て
､

第
一

二

代
の

存

在

を

見

落
し

､

第
一

一

代

と

第

二
二

代
を

直

結
さ

せ

た

こ

と

に

よ

る
｡

(

6
)

竹

村
､

叫
･

-

竺
b

･

(

7
)

竹

内

こ
･

-

巴
b

に

は
､

第
二

代
の

出

家

前

の

名

称

が

｢

オ

ン

ポ

の

サ

ン

ギ

ご
(

∽

邑
s
･

ぷ
l
ノ
1

P
∽

d

ぎ
ロ
)

で

あ
っ

た

と

記
さ

れ

て

い

る
｡

(

8
)

勺

朽

こ

+
∞

u

P

(

9
)

山
口

瑞

鳳

｢

古

代
チ

ベ

ッ

ト

史

考

異

-
吐

蕃
王

朝
と

唐

朝
と

の

姻

戚
関

係

ト
+

(

上
)

『

東
洋

学

報
』

､

第

四

九

巷

第

三

号
､

一

九
六

六

年
一

二

月
､

や

∞

及
び

註

(

2 7
)

｡

(

1 0
)

例
え

ば
､

一

三

世

紀
前

半
に

お

い

て

有

力
な

世

俗

的

勢

力

は
､

サ

キ

ャ

沢
､

ツ
ェ

ル

派
､

デ
イ

ブ

ン

沢

(

サ

B
ユ
･

聖
ト

千
句
p
)

､

ヤ

ル

ル

ン

王

(

ぺ
p

ワ

E
仁

訂

甘
T

b
O
)

な

ど

で

あ
っ

た

と

言

わ

れ

て

い

る

(

G
.

→
仁
0

0
-

､

｡

や

○
-

√

胃
･

り

-
3

｡

こ

れ

ら
の

う
ち

､

ツ

ェ

ル

派

は
､

古

代
王

朝
の

時
の

名

門
の

流

れ

を

引

く
ツ

ェ

ル

氏
一

族

が

牛

耳
っ

て

い

た

教

団
で

あ

る
｡

ま

た
ヤ

ル

ル

ン

王

は
､

古

代
王

朝
の

末

裔
で

あ
っ

た
｡

然
し

､

こ

れ

ら
二

勢
力

は
､

同

世

紀
中

葉
に

サ

キ

ャ

派

が

政

権
を

形

成

す
る

過

程
で

､

何

時
の

間
に

か

衰

亡
し

て

い

た
｡

名

門

貴
族
の

没

落
と

新
興

貴
族
の

台

頭
と
い

う

社

会
上

層

部
に

お

け

る
､

或
い

は

下

層

ま
で

も

含
め

て

の

社

会

階

層
の

上

下

運

動
が

ま

だ

続
い

て

い

た

よ

う
で

あ

る
｡

(

1 1
)

古

代
に

お

い

て
､

｢

孫
+

と

い

う

意

味
の

｢

オ

ン

ポ
+

と

｢

外

祖
父
+

と
い

う

意
味
の

｢

シ

ャ

ン

ボ
+

(
払

F
P

㌣
p
O
)

の

二

つ

の

語
が

対
に

さ

れ

た

｢

オ

ン

･

シ

ャ

ン

+

と

い

う

熟
語
が

あ

り
､

こ

の

語
が

単
に

｢

孫
と

外

祖

父
+

だ

け
で

な

く
､

各
々

の

子

孫
に

ま
で

延

用
さ

れ

た

例
が

知
ら

れ

て

い

る

(

山
口

瑞
鳳

｢

古

代

チ
ベ

ッ

ト

史

老
異
+

前

出

論
文

､

p
p
.

00

-
岩
)

｡

(

1 2
)

竹

村
､

声

-

窒
P

-
-

賢
才

に

は
､

第
五

代

の

兄

∽
e

㌣
g
e

葛
仏
･

一

⊥

声
b

が

出

家

し
て

､

B
+

(

×

丁
甘

]

野
口

粥

泥
本

山
の

座

主

職

を

務
め

た

と

指
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記
さ

れ

て

い

る

の

で
､

第
一

義
に

示
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

､

第
五

代

と

同

世
代

に

は

在

家

者
が

い

な
か

っ

た
｡

(

1 3
)

り
芥

､

f
.

-

00

¶

P

(

1 4
)

そ

れ

で

は

竹

内

は
一

体

何

故
に

歴
代

座
主
の

親

子

関

係

を

明

記
し

た

の

で

あ

ろ

う
か

､

と

い

う

疑
問

も

当

然

出
て

く
る

｡

然
し

､

∽

ヨ
ー

臣

民
に

よ

れ

ば

(

声

G
･

∽

m
芹
F

､

○

や

O

F
〉

宅
.

い

)
､

第
二

期
の

ド
ゥ

ク

派
に

お

い

て

ギ

ヤ

家
一

族

と

化

身
の

系
統
(

竹

内

の

著

者

も
こ

の

一

人
で

あ

る
)

と
の

間
に

微

妙

な

対

立

が

あ

り
､

特

に

竹

村

の

著

者
は

世

襲

制

教

団

主
に

対

す
る

化

身
制

転
生

ラ

マ

の

優
位

を

主

張
し

て

い

た
､

と

さ

れ

て

い

る

か

ら
､

そ

の

理

由
は

恐
ら

く
こ

の

辺
り

に

あ

る

だ

ろ

う
｡

(

1 5
)

Z
→

-

く
○
-

一

山

こ
叩

,

か

p

に

は
､

｢

ク
･

オ

ン

+

が

相

次
い

で

亡

く

な
っ

た

た

め

に
､

彼
が

第
一

〇

代

座
主

職
に

就

位
し

た
､

と

記

さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

文

脈
中
の

｢

ク
･

オ

ン

+

と

は
､

一

三

九

〇

年

と
一

三

九
二

年
と
に

各
々

浸

し
た

第

八
代

と

第

九

代
の

両

座

主
で

あ
っ

た
｡

従
っ

て
､

Z
→

､

く
○
-

･

h

の

著
者
は

､

親

子

で

あ
っ

た

二

人

を

｢

ク
･

オ

ン

+

と

記

し
て

い

る

こ

と

に

な

る
｡

(

1 6
)

ロ
2

-

f
一

-
-

00

b
い

田
G

､

ワ

き
00

◆

(

1 7
)

竹

村

こ
･

-

空
い

声
G

､

p
･

£
〇

･

(

1 8
)

竹

内
､

声
-

∞

い

b

-
-

00

牟

P

(

1 9
)

佐

藤
長

｢

明

代

チ

ベ

γ

ト

の

八

大

敦
王

に

つ

い

て
+

(

上
､

中
､

下
)

『

東
洋

史
研

究
』

､

第
二

一

巻
第
三

号
､

第
二

二

巻

第
二

号

及
び

同

第

四

号
､

一

九
六
二

年
一

二

月
､

六

三

年
一

〇

月
､

六

四

年
三

月
｡

(

2 0
)

竹

内
､

f
･

-

竺
b

.

(

2 1
)

H

J
-

a
J

f
.

-

00

阜

F

(

2 2
)

I

空
か

J

f
一

-

00

h

P

(

2 3
)

H

E
d

一

､

汁

-

00

u

p
.

然

し
､

第
七

代
の

穀

後
､

遠

縁
の

オ

ン

ポ

が

一

時

本

山

を

預
か

っ

た

が
､

失

策
が

多

か
っ

た

た

め
に

そ

れ

ら
寺

領

の

大

部

分
ほ

失

な
わ

れ

て

し

ま
っ

た
､

と

同

箇

所
に

続
い

て

記
さ

れ

て

い

る
｡

7 ∂.2

Ⅳ

結

語

以
上

､

ド

ク

タ

派

教

団
の

発
展
の

過

程
を

一

応
三

期
に

区

分
し

た

上

で
､

そ

の

う
ち

諸

史
料
の

比

較
的

集

中
し

て

い

る

第
一

期

(

一

二

世

紀
末
葉
-

一

五

世

紀
初
菓
)

､

即
ち

､

開
祖

か

ら

第
一

二

代

ま
で

に

お

け
る

相

続
形
態

を

跡
づ

け
て

き
た

｡

そ

の

結
果

､

こ

の

期

間
に

お

け
る

相

続
形
態

は
､

全

体

を

通

じ
て

ほ

ぼ

師
弟
相

続
の

形

そ
と

り
な

が

ら

も
､

そ

の

実

態
は

､

ク
･

オ

ン

相

続

(

第

二

代
-
第
五

代
)

と

親
子

･

兄

弟
相

続
(

第
六

代

-
第

一

二

代
)

の

二

つ

で

あ

る

こ

と
が

判
明
し

た
｡

結
局

､

第
一

期
に

お

け
る

以

上
の

如
き

相

続
は

､

そ

の

形

態
が

ク
･

オ

ン

か

ら

親
子

･

兄

弟
に

変
っ

た

が
､

と

も
か

く

相

続
制

度
と

し

て
一

貫
し
て

い

た

の

で

あ

り
､

そ

の

本
質
は

す

ぐ
れ

て

世

俗

的
な

意
図
が

込
め

ら
れ

た

世

襲

制
で

あ
っ

た

と

言

う
こ

と

が

出
来
る

で

あ

ろ

う
｡



(1 0 1) チ ベ ッ ト に お け る 仏教 々 国主 の 相続形 態

と
こ

ろ
で

､

ド

ク

タ

派
で

行
な

わ

れ

た

ク
･

オ

ン

相

続
の

内
容

は
､

従

来
考
え

ら

れ

て

き

た

よ

う
な

｢

叔
父

･

甥
相

続
+

で

ほ

な

か

っ

た
｡

オ

ン

ポ

の

語

義
を

吟

味
す

る

と
､

こ

の

語
に

は
､

H
狭

義
の

場
合

､

甥
､

従

兄
弟

､

又
従

兄

弟
､

肖

広
義
の

場
合

､

単
な

る

父

系
の

者
､

と
い

う
二

通

り

の

意
味
が

あ
っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

元

来
､

オ

ン

ポ

と
い

う

語
は

｢

孫
+

の

意
味
で

あ
っ

た

と
さ

れ

て

い

る

か

ら
､

オ

ン

ポ

概
念
の

か

か

る

推
移
の

背
後
に

は
､

当

然
社

会

構
造

や

家

族

制
度
の

変
動
が

存
在
し

た

と

思
わ

れ

る
｡

本

稿
は

､

然
し

､

こ

の

点
に

つ

い

て

ほ

と

ん

ど

明

ら
か

に

す

る

こ

と
が

出
来

な
か

っ

た
｡

今

後
､

こ

れ

ら

社

会

上
の

動
き

と

も

関
連
さ

せ

て
､

ク

オ
､

オ

ン

ポ

な

ど

の

親
族

名

称
の

実

態
を

一

層

深
く

追
求

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

れ

が

将
来
に

お

け
る

第
一

の

課
題
で

あ

る
｡

次
に

､

チ

ベ

ッ

ト

南
部
の

信
者
か

ら
の

寄
進
や

､

元

朝
王

室
と

の

結
び

つ

き

に

よ
っ

て
､

第
七

代
の

時
期
の

本

山
に

は

か

な

り
の

寺
領
が

蓄
積
さ

れ

た

模
様
で

あ

る
｡

然
し

､

第
八

代
の

時
に

こ

れ

ら

寺
領
の

大
部
分
が

失

な

わ

れ
､

そ

の

後
に

お

け

る

教

団
の

森
済

的

基
盤
に

つ

い

て

必

ず
し

も

明

ら
か

で

は

な
い

｡

然
し

な
が

ら
､

と

も
か

く
こ

の

第
一

期
を

通
じ

て
､

ド

ク

タ

派
は

主
と

し

て

未
だ

貴
族
層
に

帰
依
者
を

得
て

い

な

か
っ

た

こ

と
と

､

歴

代

座
主
に

人

材
を

欠
い

た

こ

と
に

ょ
っ

て
､

小

規
模
な

教
団
と

し

て

留
ま

っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

今

後
､

教

団

主
の

相

続
問

題
と

関
連
し

て
､

教
団

の

社

会
的
側
面
の
一

層
の

解

明
が

要
求
さ

れ

る
｡

こ

れ

が

将
来
に

残
さ

れ

た

第
二

の

課

題
で

あ

る
｡

(

一

橋

大
学

大

学

院
博
士

課

程
)

7 9 3




